
令和７年度 学校評価に関する結果 

Ⅰ 学校経営努力点(回答数 27，回収率 100％) 

１ 評価結果（数字は平均値） 

(1)一人一人の教育的ニーズを的確に把握し，適切な指導や必要な支

援を充実する。 

ア ＰＤＣＡサイクルに基づいた個

別の教育支援計画及び個別の

指導計画の効率的な作成及び

活用の在り方を再確認し，事務

作業の軽減に努める。 

イ 授業研究の機会確保に努め，

児童生徒一人一人の資質・能力

の育成の視点による授業改善

を行う。 

ウ ＧＩＧＡスクール構想に基

づき，特別支援教育における教

科指導等の目的や教育効果を

踏まえたＩＣＴ活用に努め，実

践事例を蓄積する。 

   

今年度：３．１ 

前年度：２．８ 

今年度：３．３ 

前年度：３．３ 

今年度：２．９ 

前年度：２．８ 

 

 

(2)児童生徒の健康や校内外の安全を確保し，安全指導や生徒指導，保

健指導を充実する。 

ア 児童生徒の生命を守り育む視

点に立ち，一人一人の実態に応

じた安全指導や生徒指導，保健

指導を徹底する。 

イ 実用的な視点で継続的に危

機管理マニュアルの更新を行

い，感染症や事故，災害等に関

する報告・連絡・相談・確認シ

ステムを徹底し，児童生徒の生

命・健康を守るための迅速でき

め細かな対応を行う。 

ウ ヒヤリハット事案の共有や

安全点検に基づいた教育環境

の整備を行う。 

   

今年度：３．４ 

前年度：３．１ 

今年度：３．６ 

前年度：３．３ 

今年度：３．３ 

前年度：３．３ 

 

 



(3)附属学校の役割や機能を生かし大学との共同研究を深め，専門性や

資質の向上を図る。 

ア 大学・学部の特別支援教育，教

科教育等の教員との共同研究や

県教委，市教委及び県内外の特

別支援教育関係者と連携した，

還元性の高い実践的研究を推進

する。 

イ 研究主題に基づいた実践研

究の推進と深化により特別支

援教育に係る専門性を深める

とともに，協働態勢のもと教員

相互に資質向上に努める。 

ウ 服務に関する研修等を通し

て，一人一人がハラスメントや

コンプライアンスへの意識を

高め，信頼される学校づくりに

継続して取り組む。 

 
  

今年度：３．１ 

前年度：３．０ 

今年度：３．３ 

前年度：３．０ 

今年度：３．４ 

前年度：３．４ 

 

 

(4)力量のある教員を養成するため，大学・学部と連携して教育実習等

の一層の充実を図る。 

ア 大学の第４期中期計画と連動しながら教員養成

に求められる実習生指導の重点を整理し，授業づく

りや児童生徒への指導に関する実践力の養成及び

指導教員としての指導力の向上に努める。 

イ 介護等体験，高校免許取得者の実習，採用前実

習等の企画・運営及び教職大学院の探究課題に

基づく実践演習の充実を，全校態勢で進める。 

  

今年度：３．４ 

前年度：３．３ 

今年度：３．３ 

前年度：３．５ 

 

 

 

 



(5)児童生徒・保護者・地域と共にあり,責任を果たす開かれた学校の創

造をめざす。 

ア 児童生徒の学習環境の向上と附属学校として

の責任を果たすため，施設設備，情報機器，教材・

教具等の整備・充実を図る。 

イ 学校見学会や体験学習，ホームページ，広報誌

などを通じて本校の教育活動の魅力を広く発信

するとともに，児童生徒の余暇活動の充実に向け

た支援を行う。 

  

今年度：３．１ 

前年度：３．０ 

今年度：３．２ 

前年度：２．９ 

ウ 従前の取組について，意義・価値や教育効果を確

認し，積極的かつ迅速な取組の精選を推進するとと

もに，会議等の精選や会議時間の厳守により業務

の効率化を図る。 

 
今年度：３．０ 

前年度：２．８ 

 

(6) 教育相談等の支援体制の充実を図り，センター的機能を果たすた

めの支援を継続する。 

ア 幼稚園，保育所，小・中・高等学校在籍の特別な

教育的支援を必要とする幼児児童生徒のニーズに

応じた支援を行うとともに，就学前教育相談の充実

を図る。 

イ 学部・附属学校園との連携を促進し，巡回相談

や現職教員研修等を通して，附属学校園に在籍

する児童生徒の多様な学びに応える特別支援教

育の一層の推進を図る。 

  
今年度：３．４ 

前年度：３．４ 

今年度：３．１ 

前年度：３．５ 



Ⅱ 校務分掌活動(回答数 26，回収率 100％) 

１ 評価結果 

総務部 

教務・教育課程 教科用図書・公簿 交流教育 

   

今年度：３．５ 

前年度：３．４ 

今年度：３．５ 

前年度：３．５ 

今年度：３．６ 

前年度：３．３ 

人権同和教育 情報・視聴覚教育  

  

 

今年度：３．４ 

前年度：３．３ 

今年度：３．４ 

前年度：３．３ 
 

 

 

教育実習部 研究部  

教育実習 研究部  

  

今年度：３．４ 

前年度：３．３ 

今年度：３．１ 

前年度：３．０ 

 

 

 

 

 



支援部 

校内支援①個別の教育支援計画・

個別の指導計画 

校内支援②関係機関との連携及び

校内教育支援委員会 

校外支援①校外支援に関する業

務 

   

今年度：３．１ 

前年度：３．０ 

今年度：３．３ 

前年度：３．０ 

今年度：３．４ 

前年度：３．４ 

校外支援②入学者選考委員会・学

校見学会・体験学習 

  

 

  

今年度：３．６ 

前年度：３．５ 

  

 

自立活動部 

自立活動  

 

今年度：３．２ 

前年度：３．３ 

進路指導部 

進路指導 卒業生支援 

  

今年度：３．５ 

前年度：３．６ 

今年度：３．３ 

前年度：３．４ 



生徒指導部 

生活・読書指導 学校行事 児童生徒会 

   

今年度：３．３ 

前年度：３．５ 

今年度：３．５ 

前年度：３．６ 

今年度：３．３ 

前年度：３．５ 

 

 

保健指導部 

保健・給食指導 安全・環境整備 

  

今年度：３．６ 

前年度：３．５ 

今年度：３．４ 

前年度：３．３ 

体育指導  

 

 

今年度：３．５ 

前年度：３．５ 

 

 

渉外部 

広報・渉外 ＰＴＡ 

  

今年度：３．５ 

前年度：３．５ 

今年度：３．６ 

前年度：３．５ 

 

 



分掌その他 

厚生部 一心会・明伸会 

  

今年度：３．９ 

前年度：３．７ 

今年度：３．７ 

前年度：３．６ 

学校評価委員会 教職大学院 

  

今年度：３．５ 

前年度：３．６ 

今年度：３．４ 

前年度：３．４ 

 

  



Ⅲ その他 

１ 評価結果(回答数 26，回収率 100％) 

 
平
均
値 

質問項目 
結果 

１ 思わない ２ 余り思わない ３ まあまあ思う ４ 思う 

１ 

学
校
全
体 

3.8 

(3.5) 

ア 職員会議は計画的に実施

され，適切な審議がなされ

ている。 

 

3.8 

(3.6) 

イ 運営委員会では，必要な

事項が十分に審議されてい

る。（運営対象者のみ） 

 

3.6 

(3.4) 

ウ カリ・マネ委員会では，

必要な事項が十分に審議さ

れている。（対象者のみ） 

 

3.6 

(3.5) 

エ 自分にとって公務上必要

な情報が適切に伝達されて

いる。 

 

3.3 

(3.3) 

オ 学校行事（年間，月）は，

適切に組まれている。 

 

2.8 

(3.0) 

カ 学校の教育目標や重点目

標について，具体的に説明

できる。 

 

3.4 

(3.2) 

キ 学校の年間指導計画を活

用して，指導や支援の充実

を図っている。 

 



3.6 

(3.4) 

ク 学校の教育課程全体で，

組織的に児童生徒を育てて

いくように意識している。 

 

3.0 

(3.0) 

ケ 目指す教育活動のため

に，学校全体で実施される

会議等において積極的に発

言するようにしている。 
 

２ 

学
部
・
学
級 

3.6 

(3.5) 

ア 学部会は計画的に実施さ

れ，学部の運営は，工夫・改

善されている。 

 

3.1 

(2.9) 

イ 学部内の仕事が公平（能

力的・経験的）に分担され

ている。 

 

3.6 

(3.3) 

ウ 学級のペア間で情報の連

携が適切に行えている。 

 

3.3 

(3.3) 

エ 学級事務等は公平（能力

的・経験的）に分担されて

いる。 

 

3.3 

(3.5) 

オ 学級経営に係る仕事は工

夫されている。 

 

3.7 

(3.6) 

カ 同僚と共に，児童生徒の

成長を伝え合い，喜びを共

有している。 

 

３ 

授
業 

3.4 

(3.3) 

ア 授業研究等(授業研究会・

授業ミーティング)は効果

的に活用されている。 

 



3.4 

(3.3) 

イ 学校研究や教育実習で

行っている授業づくりに関

する取組は，学校努力点に

対し効果的に働いている。 

 

3.3 

(3.3) 

ウ 主体的に学習に取り組む

態度など，観点別の評価や

授業づくりに取り組んでい

る。  
 

４ 

個
人 

2.9 

(3.1) 

ア 個人で自分なりにテーマ

を持ち研究を進めている。 

 

2.9 

(2.8) 

イ 担当している部や係など

の仕事は負担なく取り組め

ている。 

 

3.1 

(3.3) 

ウ 学習指導要領改訂など，

教育施策の動向に感心をよ

せ，学ぶようにしている。 

 

3.0 

(3.0) 

エ 立場や役割に応じて，

リーダーシップを発揮して

いる。 

 

 

 

  



Ⅳ 保護者アンケート 

１ 評価結果(回答数 53，回収率 98％) 

※４件法(Ａ:達成，Ｂ：ほぼ達成，Ｃ：あまり達成されていない，Ｄ：達成されていない)でアンケート

を実施した。Ａから順に４点，３点，２点，１点と得点化し，それぞれ平均値を算出した。 

 質問項目 
全体平均 

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 

教

育

活

動 

① 学校・学部・学級の教育方針や教育目標に添った取組がなされている。 3.6 3.7 3.7 

② 子どもたちの実態や課題に応じた授業が行われている。 3.6 3.5 3.7 

③ 子どもたちの実態に応じた特色ある学校・学部行事が行われている。 3.6 3.8 3.8 

④ 連絡帳や学級通信等は，学校や授業での取組をよく伝えてある。 3.7 3.7 3.6 

⑤ 通知表｢あゆみ｣は見やすく，子どもの成長や課題をよく伝えてある。 3.7 3.7 3.7 

⑥ 個別の教育支援計画による教育方針は，分かりやすい。 3.7 3.7 3.7 

教

育

環

境 

⑦ 学校は，子どもをよく理解し，真剣に対応している。 3.7 3.8 3.6 

⑧ 学校は，保護者の悩みや相談に親身に対応している。 3.6 3.7 3.6 

⑨ 充実した教育活動を行う施設や設備が整っている。 3.1 3.1 3.4 

⑩ 校舎や教室などの清掃や片付けが行き届いている。 3.2 3.3 3.4 

⑪ 危険箇所などへの安全配慮がなされている。 3.3 3.4 3.5 

連

携 

⑫ 学校と家庭は，子どもの目標に協力して取り組めている。 3.6 3.6 3.7 

⑬ 学校と家庭は，日常的に連絡を取り合えている。 3.7 3.7 3.6 

⑭ 学校は，保護者の研修やPTA活動に対しての協力・協働をしている。 3.6 3.8 3.7 

⑮ 学校は，関係機関と連携を図り，必要な情報を保護者と共有している。 3.6 3.6 3.6 

そ

の

他 

⑯ ＰＴＡ活動は，ＰＴＡ会員の意思を反映し，計画的に行われている。 3.4 3.3 3.4 

⑰ 子どもは，毎日楽しく登校している。 3.9 3.7 3.8 

⑱ 子どもの成長を感じている。 3.8 3.8 3.8 

 


